
総
会
冒
頭
に
山
口

歩

代
表
幹
事
は
「
今
も
収

束
さ
れ
て
い
な
い
福
島

原
発
事
故
、
沖
縄
オ
ス

プ
レ
イ
や
米
兵
犯
罪
、

改
憲
な
ど
右
傾
化
の
流

れ
な
ど
、
平
和
な
社
会

を
目
指
す
我
々
に
と
っ

て
重
大
な
課
題
に
直
面

し
た
一
年
で
あ
っ
た
」

と
挨
拶
、
今
年
度
情
勢

を
振
り
返
っ
た
。
そ
の

後
、
北
海
道
平
和
運
動

フ
ォ
ー
ラ
ム
長
田
事
務

局
長
、
社
民
党
札
幌
支

部
連
合
諸
岡
代
表
よ
り

連
帯
の
挨
拶
が
あ
り
、

事
務
局
よ
り
今
年
度
の

活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。

今
年
度
は
、
基
地
や
自

衛
隊
へ
の
対
応
が
多
く

あ
り
、
特
に
オ
ス
プ
レ

イ
の
問
題
が
顕
著
で
あ
っ

た
こ
と
、
憲
法
を
守
る

取
り
組
み
や
全
国
的
な

『
脱
原
発
』
の
気
運
の

高
ま
り
に
よ
り
、
各
種

集
会
等
へ
積
極
的
に
参

加
体
制
を
と
っ
て
き
た

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。
一
方
、
次
年
度
活

動
方
針
で
は
、
規
約
に

定
め
た
６
つ
の
方
針
を

基
本
に
、
道
フ
ォ
ー
ラ

ム
や
各
地
域
と
の
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
が
提

起
さ
れ
、
石
狩
地
協
の

組
織
活
性
も
引
き
続
き

課
題
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
全
体
で
確
認
さ

れ
た
。
ま
た
、
執
行
部

へ
の
意
見
と
し
て
、
重

要
な
局
面
で
の
政
治
政

策
へ
の
対
応
の
取
り
組

み
が
要
請
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
新
役
員
が
選
出

さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
後
、

最
後
に
山
口
代
表
幹
事

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

総
会
を
締
め
く
く
っ
た
。
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石
狩
地
域
協
議
会
は
、

原
水
禁
世
界
大
会
（
広

島
大
会
）
に
毎
年
、
会

員
を
派
遣
し
て
い
る
が
、

今
年
度
は
自
治
労
石
狩

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
よ
り
、

渡
辺

聡
さ
ん
・
優
里

さ
ん
が
参
加
し
た
。

11
月
30
日
の
石
狩
地

協
定
期
総
会
の
経
過
報

告
で
発
表
し
た
優
里
さ

ん
は
、
原
爆
が
落
と
さ

れ
た
当
時
の
話
を
聞
き

「
平
和
の
大
切
さ
、
戦

争
の
怖
さ
、
原
子
力
が

危
険
で
ど
れ
ほ
ど
恐
ろ

し
い
も
の
か
教
え
て
も

ら
っ
た
。
福
島
の
事
故

も
、
広
島
が
経
験
し
た

戦
争
と
同
じ
で
、
自
分

の
ふ
る
さ
と
に
住
み
た

く
て
も
住
め
な
く
な
っ

た
人
た
ち
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
人
が
犯
し
た

間
違
い
だ
と
思
う
」
と

参
加
報
告
を
行
い
、
最

後
に
「
平
和
で
戦
争
の

な
い
世
界
が
一
番
、
そ

し
て
原
子
力
に
頼
ら
ず
、

使
わ
な
い
こ
と
を
選
び

た
い
。
そ
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
い

き
た
い
。
こ
の
思
い
を

学
校
で
も
多
く
の
人
に

発
信
で
き
れ
ば
良
い
と

思
う
」
と
力
強
く
語
っ

た
。

石
狩
地
協
で
は
引

き
続
き
学
習
を
深
め
る

た
め
に
会
員
を
派
遣
す

る
方
針
。

12
月
８
日
、
札
幌
市

自
治
労
会
館
で
「
武
力

で
平
和
は
つ
く
れ
な
い
！

12
・
８
北
海
道
集
会
」

が
開
催
さ
れ
、
約
２
０

０
名
が
参
加
し
た
。
こ

の
集
会
は
、
１
９
４
１

年
12
月
８
日
の
太
平
洋

戦
争
開
始
日
を
振
り
返

り
、
二
度
と
悲
惨
な
歴

史
を
繰
り
返
さ
な
い
こ

と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
１
９
９
４
年
か
ら

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表

し
、
北
海
道
平
和
運
動

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
村
代

表
が
「
『
戦
争
す
る
国
』

に
し
よ
う
と
す
る
動
き

の
阻
止
」
を
訴
え
挨
拶

し
た
後
、
東
京
大
学
大

学
院
高
橋
教
授
が
「
犠

牲
の
シ
ス
テ
ム
を
超
え

て
‐
福
島
、
沖
縄
、
そ

し
て
憲
法
」
と
題
し
て

講
演
を
行
い
「
沖
縄
の

米
軍
基
地
と
福
島
の
原

発
事
故
は
、
一
方
が
日

米
安
保
体
制
で
他
方
が

原
発
と
い
う
戦
後
憲
法

下
で
本
来
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
『
犠
牲
の
シ
ス

テ
ム
』
の
も
と
で
強
い

ら
れ
た
犠
牲
で
あ
る
。

沖
縄
と
福
島
は
憲
法
の

番
外
地
に
置
か
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
中
で

改
憲
を
許
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
」
と
述
べ
た
。
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各
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
連
携
し
、

組
織
・
運
動
の
強
化
め
ざ
す

石
狩
地
域
協
議
会
は
11
月
30
日
、
今
年
度
の
定
期

総
会
を
北
広
島
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
、
今

期
の
運
動
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
年
度
に

向
け
て
、
活
動
の
方
針
を
全
体
で
確
認
し
た
。

○

事
務
局
だ
よ
り

○

「
原
子
力
に
頼
ら
ず
、

使
わ
な
い
こ
と
を
選
び

た
い
。
そ
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
い

き
た
い
。
」
広
島
大
会

参
加
報
告
で
の
渡
辺
さ

ん
の
言
葉
が
強
く
心
に

響
き
ま
し
た
。
大
人
の

我
々
が
も
っ
と
し
っ
か

り
し
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

（
む
）

総会は全体で次年度の役員体制、運動方針を確立し、団結ガ
ンバローで締めくくられた。＝ 北広島市芸術文化ホール

憲
法
の
『
番
外
地
』

沖
縄
と
福
島

第13回

定期総会

発表する渡辺 優里さん

東京大学大学院
高橋 哲哉教授

平
和
へ
の
願
い

み
ん
な
に
届
け
！


